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令和３年７月１５日、当審議会に対し令和４年度から１０ヵ年を見据えた第３次

飯山市環境基本計画について、諮問をいただきました。以後、飯山市の環境の現状、

第２次環境基本計画の達成度、この間の市施策の進捗等を総合的に検証するととも

に、地球環境に関する新たな知見も取り入れながら延べ６回の審議を行い、ここに

第３次飯山市環境基本計画(案)を取りまとめました。 

本計画案では、自然豊かなふるさと飯山市が、１０年後も、それに続く未来にも

美しく快適なまちであることを審議会の総意として「望ましい環境像」に掲げ、そ

れに向けた取組を推進することを願うものです。 

近年、地球温暖化は人間の活動に起因するものであること、今地球温暖化を止め

なければ地球上のあらゆる生命にとって取り返しのつかないことになることが、科

学の視点から明らかになってきました。当審議会では、地球温暖化の進行による自

然災害の激甚化や極端な少雨・寡雪と豪雨・豪雪の発生等が、飯山市においても喫

緊の重要課題であるとの認識を新たにしました。 

これらを踏まえ、当審議会として本計画案の重点に「２０５０年カーボンニュー

トラルの実現」を据え、市民・事業者・行政の協働により飯山市における脱炭素を

強力に推進することを期待しています。 

自然と人が調和した持続可能な地球と地域環境の創造に向けた、飯山市の環境施

策の多面的かつ積極的な推進を第３次飯山市環境基本計画(案)に託して、審議会の

答申といたします。 
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